
 
 
 
 
 
 
磯子区では、誰もが健康で幸せな生活を送ることができるようにするため、平成１６年度・１７年度で地域福祉

保健計画を策定します。この計画は、身近な地域の生活課題を解決するためのしくみづくりを、市民・事業者・行

政が協働で取り組むものです。 
 
 
 
策定委員会では何をするの？  
 
 
 
 
第２回策定委員会は３グループに分かれ、「地域のつながり」や「声なき声の反映」などのテーマに基づき、地域

福祉保健の共通課題や重要課題、今後の計画策定の方法などが話し合われました。 
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☆第２回磯子区地域福祉保健計画策定委員会が開催されました！ 

  
いそごのちから 

 

磯子区の課題を 
委員各自が書き 
出しています 

各グループで課 
題の要因や具体 
策について検討 

区内団体の代表や公募の委員計２０名で構成される策定委員会では、区内２２の団体の方に行った「グル

ープインタビュー」や区内１０地区で開催された「地区別検討会」で出されている意見を反映しながら、「区」

の計画を策定します。 

＜情報＞ 
・独居高齢者などに必要な情報が届かない 
・中高校生の親になると地域の情報が入りにくい 
＜人や組織の交流＞ 
・生活様式が多様化し、地域のつながりや行事のための 
時間を共有することが困難。 
・インターネットの普及などで若い世代が地域を重要視 
しなくなったのでは 
・無理につなげる必要はない   
各々 に必要な部分でつながっていけばよいのでは 
・施設が開かれていないのではないか 
・総花的な連携は言われるが、具体的な連携は？ 
・異種団体が交流できる事業の企画が必要 
 
 
 

・防災が地域の接着剤になるのでは 
・町内会以外のネットワークも必要 
＜地域の声なき声を吸い上げる仕組み＞ 
・ひきこもりの子を受けいれる地域の場所が少ない 
・困っている当事者や親が地域に対して「助けて」といえることが必要 
＜場について＞ 
・はこものを新たに造るのではなく今あるものを活用してはどうか 
＜人材＞ 
・地域には人材が多いはずなのに活かされていない  
・社会資源は多いがいかに活動をコーディネートするかが課題 
・サラリーマンの男性はリタイア後地域に入りにくい 
・何かしたいと思っても発揮できる機会がない 
 

☆☆他にも多数の意見が出されました。今後も皆さまの意見が反映できるよう策定委員会で検討していきます☆☆ 

 
 

☆委員の方からこんな意見が出されています  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          

                        

 

                        

 

 

 

 

 

 

  ＜磯子地区の検討風景＞ 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

  ＜屏風ヶ浦地区の検討風景＞ 

 

 

 

＜磯子区地域福祉保健計画策定事務局＞ 磯子区役所・磯子区社会福祉協議会・区内各地域ケアプラザ・中原苑 

問い合わせ先：磯子区福祉保健課事業企画係 電話750-2442 ﾌｧｸｽ 750-2547  

 E ﾒｰﾙ is-fukuhokeikaku@city.yokohama.jp 

 １回目 ２回目 ３回目 

根岸 11/18(59 人) 12/16(34 人) 1/20(30 人) 

滝頭 12/15(28 人) 1/25(12 人) 2/28(15 人) 

岡村 12/14(20 人) 2/14(20 人) 3/14予定 

磯子 12/11(17 人) 1/15(38 人) 2/19(23 人) 

汐見台 12/19(32 人) 2/5(24 人) 3/5(14 人) 

屏風ヶ浦 12/7(62 人) 2/8(29 人) 3/8(26 人) 

杉田 12/18(52 人) 1/22(62 人) 2/26(38 人) 

上笹下連合 12/11(56 人) 1/29(36 人) 3/5(30 人) 

洋光台 12/17(72 人) 2/18(45 人) 3/25予定 

上笹下 1/27(15 人) 2/19(11 人) －  

次のグループに生活課題や活動課題についてインタビューを行いました。 
   
 

☆市民参加で地区別検討会開催されています☆（区内１０地区） 

 

 

☆グループインタビューには各団体のメンバー約１３０人参加☆ 

 

 

☆計画について市民の皆さまの御意見をお待ちしています。 

＜地区で検討されている主な課題＞  
子育て環境・青少年の居場所・高齢者の生きがい・福祉サ

ービス・人材/ボランティア・情報・健康づくり・地域の連
携/交流・人のつながり/コミュニケーション・医療や買い物
などの生活環境・活動の場/地域施設の活用・交通アクセ
ス・道路の危険性・マナー問題・防災・防犯 など 

各地区検討会実施状況    (平成 17年 3月 11日現在) 

 ＜医療機関へのインタビュー風景＞ 

グループインタビュー実施団体・グループ  
子育て中の親・中学生・子育て支援グループ・中学校教師・青少年指導員/

体育指導員・障害児保護者・視覚障害者団体・聴覚障害者団体・肢体障害

者団体・精神障害者当事者/家族・老人クラブ・高齢者の介護者・ケアマネ

ジャー・ヘルパー・保健活動推進員・ヘルスメイト・国際ママ会/外国人交

流会・社協ボランティアグループ・生涯学習グループ・医療機関・事業会・

商店街連合会 以上２２団体・グループに実施 

地区検討会で話し合われた内容は区の計画に反映されます。 
また、今後各地区でどう取り組んでいくか話し合います。 

多くの方の御参加 

ありがとうございます 

   

 


